































Kは～1100cJr l となり､2-スピン間の超交換相互作用 J～1300cm~I と同じオーダーである｡
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第 1図､30K一における (La卜xSrx)2Cu04の Ah (a)と 8-a(b)ラマン･スペクトル｡実線
は反強磁性絶縁体(Ⅹ=0)､点線は超伝導体(x=0.058､Tc=10K)｡
結晶銅酸化物 (SニI/2) (La卜主Srx)2CuO4､YBa2Cu30トリ､Bi2Sr2Ca卜xYxCu208.U､(NdI_ズー
Ce入)2CuO4､Pr2CuO4及び La2Cu04と同じ構造を持つ Ni酸化物 (S:1)La2Ni04である｡
第 1図は､30Kにおける(Lal_xSrx)2CuO4 (x=0と 0.058(Tc=10K))の偏光ラマン･
スペクトルである｡強い入射光波長依存性は共鳴ラマン散乱になっているためである｡ (a)図
は Ai｡ スペクトルで入射光､散乱光の偏光方向はともに 【1,1.0】に平行､ (b)図は 81｡ス
ペクトルで入射光の偏光方向は 【1,1,0】に､散乱光の偏光方向は 【1,-1,0】に平行である｡た
だし､Ⅹ,y軸8'iCuO2擬正方格子の軸にとった｡800czb-1以下のピークは主に1-フォノン散
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物の Al｡スペクトルは 81. スペクトルの約1/3のスピン散乱強度を示す｡La2CuOAでも





第1図 (b)に示す La2CuO｡の Bl｡スペクトルは 3230cJl-1 の2-マグノン散乱ピーク以
外に 4550CJB-1 に特徴的な第2のピークを持ち､散乱強度は 7000cJr l 以上にわたっている｡























第1固 くb)に見られるように Laを S,で置換して正孔濃度を増加して行くと2-マグノン
ピークは急速に小さく幅が広くなり低エネルギー側に移行するが､第2ピークより高エネルギ
ーの散乱強度はあまり変化しない｡より高濃度にドー プして正常金属になると第2ピークも小
さくなり､低エネルギー側から高エネルギーに向かって単魂に減少するスペクトルになる｡第
2ピークが第1ピークと異なる正孔涜度異存性を示すことは2つのピークの起源が異なること
を示しており､第2ピークの4-スピン相互作用起源を支持している｡第2ピークが超伝導相で
も比較的変化を受けずに残っていることは､4-スピン相互作用が正孔の導入に対して超交換相
互作用より安定であり､超伝導発現に重要な役割を果たしていることを示唆している｡
参考文献
1.X.RogerAndI.H.Delrieu,Synth.ht.29,F673(1989).
-310-
